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講 座 法政理論 比較国際法政､公共法政､､司法政策､

地域公共政策コース

問題 1 Aは､自ら所有する土地につき､名義を無断借用してⅩ名義で登記した上で､Bに売却し

た｡税務署長Yは､登記簿の記載に依拠して､Ⅹに対し本件土地の譲渡課税を行った｡ところ

が､Ⅹは不服申立期間内にはこれを争わず､その後になって課税処分の無効確認訴訟を提

起し､本件土地の譲渡はⅩに無断でなされたもので､譲渡所得もⅩに帰属しないと主張した｡

しかし､このXの主張に対しては､課税処分は重大な噸症を有するとはいえ､その三暇症は (～

見して)明白でないとして､課税処分の無効を否定するものがある｡

それでは､Ⅹの主張を根拠づけるためには､どのような議論をすればよいのだろうか､答え

なさい｡

問題 2 行政事件訴訟法9条 1項の定める｢法律上の利益｣の理解に関しては､法律により保護され

た利益説 (法的保護利益説)と裁判的保護に値する利益説の2つが有力な説として唱えられ

るが､2つの説のちがいを説明するとともに､それぞれの問題点を指摘しなさい｡


